































































Varieties of“English for Special Purposes”⑵




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































202 尾 野 麻紀子
2.5と下がっている。つまり，まじめな学生は，
授業に高い評価をつけ，ふまじめな学生は，授
業に低い評価をつける傾向がより強まっている
といえる。もちろん，教員側に原因があって，
学生がやる気をなくしている場合も十分ありう
ることは，付け加えておく必要があろう。
なお，平尾については前号の p.47.の注?を
参照のこと。
? 鈴木佑治，前掲書，p.112.
? 『“樹氷”FD研究年報やまがた2004 地域ネッ
トワーク FD“樹氷”平成16年度報告書』
（2005），p.18には次のような記述がある。（以下
『“樹氷”』と略）
学生に評価する資格があるか，という声
もよく耳にする。大学・短大は，物事の判
断や評価のできる学生を育てることが社会
的な使命の一つである。それに教育の受益
者であり，時として被害者ともなりうる学
生が評価の主体であることは間違いない。
ついでに言うと，政治家を選ぶ選挙におい
て少なくとも私は政治の専門家ではない。
そして，政治公約などを特別調べたりもし
ない。それでも政治の受益者であり被害者
として選挙権を行使しているし，ましてや
選挙権を放棄しようとは思っていない。そ
のくらいのものとして，学生の評価に目く
じらを立てずに余裕を持っておこうではな
いか。
しかし，ここには，学生は，「受益者」や「被害
者」などではなく，なによりもまず「参与者」
であるとの視点が，全く欠落しているといわね
ばならない。
? 栗田真樹・宇田川拓男，前掲書，p.67.
? 月曜日の１講目の選択クラスと金曜日の４講目
の選択クラスの評価を比べると，月曜日の１講
目のクラスのほうが授業評価の数値がよいとい
われる。これは，月曜日のクラスは勉学に意欲
のある学生が多いのに対し，金曜日のクラスの
学生は，授業にレジャーを求める学生が多いた
めとのことである（宇田川氏との個人談話によ
る）。
? もっとも，知らないのは筆者だけなのかもしれ
ない。この方面の文献について，どなたか，御
教示していただけたら幸いである。
ちなみに，筆者は，ここ数年来，ゼミ学生を
連れて，福島県新白河にある British Hillsに英
語研修に行っているが，「よかったレッスンを選
び，また，なぜそう思うのか」というアンケー
ト項目に対して，ほとんどの学生は，「担当の教
員に好感がもてたから」，「クラスの雰囲気がよ
かったから」と答えている。
? 本多啓『アフォーダンスの認知意味論―?生態
心理学から見た文法現象』（東京大学出版会，
2005），p.206.
? 尾野麻紀子，前掲書，p.46.
? 林田実・藤井敦「授業評価因子の統計的研究」
『大学教育学会誌』第27巻第１号（2005），p.91.
? 次の引用は，筆者の管見するところ，このこと
に関連すると思われる唯一の発言である。
かつて勤務評定に対して，内面・人格ま
での不当な評価だと言って反対していた教
育学者たち，またその後継者たちは，今，
なぜ，このような項目（教員の「熱意・誠
意」についてのアンケート，筆者注）を少
なからず含む「学生による評価」を批判し
ないのか。人
・
間
・
がばかにされ，軽く見られ
ているという点では，全く同質的なのに。
（・・は原文のまま）―宇佐美寛『大学授業
の病理 FD批判』（東信堂，2004），p.124.
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